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全事業共通

地域ケアプラザと包括支
援センターの連携により、
一体的なサービス提供に
努めています。
地域内の商店．企業へ福
祉活動への協力意向を確
認するなど、福祉保健ネッ
トワークの構築に努めてい
ます。

地域関係団体・活動団体
の会議に出向き、地域の
ニーズ把握を行い、地域
住民の意向を自主事業へ
反映する等、地域との連
携を進めています。また、
地域ケアプラザ・包括支援
センター間で連携し、新し
い事業を実施することでボ
ランティアの発掘につなが
るなどの成果が出ていま
す。

高齢者・子育て・障害者等
を包括した見守り・連絡体
制の構築に向けて、地域
関係団体・活動団体の会
議に出向き、情報共有や
情報提供を行い、ネット
ワークづくりを進めていま
す。また、地域ケアプラザ・
包括支援センター間で連
携して、合同で事業を実施
するなど各事業の連携が
進んでいます。また、ひっ
とプラン地区計画の推進
では区と協働して地区支
援を行っています。

地域課題を解決する取組
について、地区組織内の
協議をサポートしながら、
行政等関係機関や地域の
既存資源との連携を進
め、各分野における事業
化につなげました。また、
日吉本町地域ケアプラザ
とともに、男性の地域活動
支援と地区社会福祉協議
会の進める「ひっとプラン」
の取組への支援を行って
います。更に、参加者が協
力者として地域活動に参
加する機会の創出にも積
極的に取り組んでいます。

企業も含めた既存の資源
の開発や地域人材の活用
を積極的に図るなど、地域
の特性を活かした支援を
的確に行うことにより、人と
人・サービスや資源をつな
げ、新たな資源の創出に
成果を上げています。地
域住民や事業に関わる
人々の理解も広がってい
ます。

地域課題を解決するため
に地域の関係団体や関係
機関との協働を積極的に
進め、地域での新たな活
動の創出等の成果があり
ました。また、地域ケアプ
ラザから離れた地区で継
続実施している出張相談
は、地域に根付いており地
域密着型の相談窓口とし
ての機能を果たしていま
す。ひっとプラン地区計画
では地区数が多い中、各
地区に丁寧に関わり、推
進支援を行っています。

地区社会福祉協議会、地
区センター、学校を始め、
地縁組織に拠らないボラ
ンティアなどとの協働を積
極的に進め、協働事業を
複数立ち上げるなど、新た
な資源の創出に寄与しま
した。更に、活動場所の探
索やボランティアの発掘と
活動拡大にも効果を上
げ、地域にとって極めて大
きな成果を上げています。
また「ひっとプラン」の地区
の取組を主体的に推進す
るとともに、区民フォーラム
の企画に関わるなど、区
計画・地区計画の推進に
も貢献しています。

部門間及び職種間の連携
により、個別課題への迅
速な対応や地区特性に合
わせた新たな事業の創設
に成果がありました。また
区事業の開催に協力して
住民のニーズに応え、地
域ケアプラザの認知の拡
大に努めました。更に下田
地域ケアプラザとともに、
男性の地域活動支援と日
吉地区社会福祉協議会の
進める「ひっとプラン」の取
組への支援を行っていま
す。

基幹相談支援センターが
同じ建物内にある利点を
いかして、幅広い相談に対
して連携して対応していま
す。また、地域と福祉施
設、ボランティア等がお互
いに知り合える機会をつく
ることを目的に、会議の場
などを活用して交流が進
む仕組みづくりを行いまし
た。ひっとプラン地区計画
では、地区の取組に対して
主体的に関わり、推進支
援を行っています。

地域活動交流事業

様々なボランティアの育成
から、実際の活動につな
がる人材の発掘に努めて
います。
また、登録団体の協力を
得て、他事業との協働を図
ることで、それぞれの活動
の活性化に効果がありま
した。このほか地域の福祉
施設や地区センターとの
連携を通して、地域福祉活
動の理解が深まり、活動
の拡大につながっていま
す。

様々なボランティアの発掘
に取り組み、実際の活動
につながるようにコーディ
ネートを行っています。ま
た、今年度からブログでの
情報発信を行い、地域情
報やケアプラザの紹介を
行い、幅広い世代へ情報
が届く仕組みづくりに取り
組んでいます。

子どもの居場所づくりに向
けて様々な取組を行い、
新しい人材の発掘や実際
の活動に結び付くなどの
成果を上げています。ま
た、近隣小中学校と連携し
て地域・福祉理解の啓発
に努め、将来の人材育成
を進めています。

登録団体間の交流を進め
るとともに、地域ケアプラ
ザの事業を活用したボラン
ティアの発掘に努め、様々
な分野のボランティアの獲
得に成果を上げました。ま
た既存の地域活動の活性
化支援や自主事業との連
携を深めています。
地域独自の広報手段を活
用し、事業への参加者の
獲得に効果を上げていま
す。

様々な事業への参加者を
増やす工夫に取り組んで
います。また、自主事業に
おける参加者同士の交流
を通して、支援される側か
ら支援する側への転換を
積極的に進め、人材の発
掘に成果を上げています。

多世代交流の推進に取り
組み、子育て世代から高
齢者までの幅広い層に来
館してもらうため自主事業
の企画や既存事業の強化
を行い、成果を上げまし
た。また、近隣中学校と連
携して地域・福祉理解の啓
発に努め、将来の人材育
成に努めています。

子ども・高齢者・多世代そ
れぞれの新たな交流の場
づくりや事業の安定化に
取り組み、人材の発掘に
つなげる等大きな成果を
上げました。
地域外からも積極的に情
報を収集し、組織と組織ま
たは人と人をつなぐため、
地縁組織以外の地域活動
への支援にも注力してい
ます。更に、支え合い連絡
会の会議運営、地域の見
守り活動や小学生向け啓
発講座の開催を支援して
います。

事業と事業、地域資源等
をつなぐことで、参加者の
増加や意欲の向上・活動
の拡大等自主企画事業の
活性化に成果がありまし
た。また、区社協を始め、
主任児童委員やボランティ
アを組織し、通学援助支援
を実施しています。ITによ
る情報提供にも積極的に
取り組みました。

子どもや子育て世代に向
けた新たな事業を実施し
て来館者の増加につな
がっています。事業間の連
携によりボランティアが活
躍する場を創出する等、
様々な工夫を行いボラン
ティアの育成に取り組んで
います。また、地域の商店
等に地域ケアプラザの情
報を届けることで、日頃は
地域ケアプラザを利用しな
い層への情報発信に取り
組んでいます。

生活支援体制整備事業

５職種での連携を密に行
い、個別の相談内容から
地域課題を抽出する取り
組みを行っています。ま
た、地域ケアプラザ内の部
門の垣根を越えて、職員
全員体制で地域支援の企
画を推進しています。

地域の情報交換会や会議
等において地域の状況や
課題の共有、顔の見える
関係づくりに積極的に取り
組んでおり、近隣区との連
携強化にも努めています。

地域団体の定例会や地域
ケア会議を活用し地域の
情報共有に努める等、５職
種で連携し事業の推進と
定着支援に取り組んでい
ます。

地域の会議等への積極的
な参加と客観的なデータ
分析から、当該地域の特
色や課題を把握し、５職種
それぞれの役割の中で支
援や事業の取組に生かし
ています。

地域住民の集まりに積極
的に参加し、十分な情報
交換ができる関係性を築
き、地域で支えあう仕組み
づくりを行っています。ま
た、介護予防・生活支援
サービス補助事業の団体
の状況を把握し、活動が
継続できるように運営支援
を行っています。

綱島出張相談所の職員と
も定期的に集まり、５職種
で地域課題の共有に取り
組んでいます。地域の活
動・会議に積極的に参加し
現状を把握し、課題解決
に向けて地域住民と情報
共有ができています。

介護予防・生活支援サー
ビス補助事業の団体の運
営・支援では、区内トップと
なる圏域内３か所目の立
ち上げに向けて準備を進
めています。また、各事業
で育成している人材が新
たな通いの場の運営等で
も活躍できるよう、５職種
で連携して働きかけを行う
など、職員一丸となって取
り組んでいます。

事業を推進していくうえ
で、５職種間で情報共有、
連携する関係が構築でき
ており、地域との協働にも
繋がっています。

H30年度は新たに介護予
防・生活支援サービス補
事業(福茶きらり)の立上げ
協力や、新羽協議体(みど
りの輪)を継続して開催し、
地域の集いの場の開発や
担い手の発掘に精力的に
取り組んでいます。

地域包括支援センター
運営事業

地域ケアプラザの立地が
山の上にあるため、個別
訪問や出張相談会を行う
など工夫し、地域に積極的
に出て相談活動を行って
います。

個別支援や地域課題の解
決に向けて、地域の支援
者やケアマネジャー、近隣
医療機関等とのネットワー
ク構築に積極的に取り組
んでいます。

認知症キャラバン・メイトと
連携した小学生向け認知
症サポーター養成講座の
実施、認知症予防スリーA
ボランティアの活動継続支
援等、予防から見守り体
制の構築まで認知症対策
に力を入れて取り組んで
います。

個別支援から普及啓発事
業、地域の支援者等との
ネットワーク構築等まで幅
広く取り組み、地域の支援
体制の強化に向けて実践
しています。

認知症サポーター養成講
座は、受講者が約600名と
企業を含め多くの地域住
民に認知症に関する普及
啓発に取り組んでいます。
また、今年度初開催の「認
知症のイメージを変える図
書館のつどい」は参加者よ
り大変好評であり、包括圏
域を越え、他の包括域にも
影響を与えています。

高齢者人口の多い大規模
な圏域であるため、綱島・
師岡で出張相談を行いな
がら、区民の相談に対応し
ています。相談内容から課
題を把握して、一貫した
テーマに基づき、個別ケア
会議・包括ケア会議を連
動した形で開催できていま
す。
認知症予防スリーA支援
者養成を実施して、人材の
育成にも取り組みました。

地域の支援者・活動グ
ループ・関係機関等の会
議への定期的な参加や、
区・区社協と連携しての個
別レベルを踏まえた包括
レベル地域ケア会議の開
催等を通じて、地域課題の
解決やネットワーク構築に
積極的に取り組んでいま
す。認知症の普及啓発で
は認知症キャラバン・メイト
の活動を地域に向けＰＲし
支援しています。

個別支援から普及啓発事
業など幅広く取り組みがさ
れています。認知症事業
においては、認知症キャラ
バン・メイトと連携し普及に
取り組み、認知症予防で
は、人材育成に力を入れ
るなど地域の力を上手く活
用しながら事業推進してい
ます。

日々の相談内容から地域
分析より見守りツールの必
要性の高さを判断し、地域
ケア会議等で関係機関と
課題の共有・ツールの必
要性を確認してきました。
その結果、地域の意識の
変革につながり始めてい
ます。また、相談件数の増
加とともに相談内容も多様
化している中で必要な関
係機関と連携しながら対
応しています。
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